
                            

                           

                 

い 願 の 

●◆しゃばのしがらみを、仏の願いの中でいただこう◆● 

仏 
平成 22 年 西雲寺だより 秋号（18 号） 

お釈迦さまが阿弥陀経を説かれた地・祇園精舎 

報恩講のご案内 
 

10月17日(日)～19日(火) 
17日 ・・・・・・・ お逮夜(2:00～) お初夜(7:00～) 
18日 お日中(10:00～) お逮夜(1:45～) お初夜(7:00～) 

┗御伝抄拝読  ┗御伝抄拝読 
19日 お日中(9:30～) 

 法話 福井 野世信水師 (18 日～)  

   18日はバスが出ますのでご利用下さい。  
放送会館前発 (8:50)～東別院前～工大温泉前～西安居経由  

坪谷発(9:00) 
常森発(9:00)～鮎川～小丹生経由  

 
     おさそい合わせの上 

             多数ご参詣下さい 
                   世界共通の仏旗です  

  

宗祖 750回大遠忌（来年５月） 

参拝旅行のご案内 
中を開いてご覧下さい 
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親 

鸞 

聖 

人 

の 

ご 

生 

涯 
  

教
行
信
証
撰
述 

  

常
陸
の
稲
田
の
草
庵
に
居
を
定
め
ら
れ
た
聖
人

は
土
地
の
人
々
に
念
仏
の
み
教
え
を
説
か
れ
る
と

共
に
、
念
願
で
あ
っ
た
『
教
行
信
証
（

き
ょ

う
ぎ
ょ

う

し
ん

し

ょ

う
）
』
の
執
筆
に
と
り
か
か
ら
れ
ま
し
た
。

『
教
行
信
証
』
は
正
し
い
題
名
を
『
顕
浄
土
真
実

教
行
証
文
類
（
け

ん
じ
ょ

う
ど

し
ん

じ
つ
き

ょ
う

ぎ
ょ
う

し
ょ

う
も
ん

る
い

）
』
と
い
い
、
総
序
、
教
巻
、
行
巻
、
信

巻
、
真
仏
土
巻
、
化
身
土
巻
、
後
序
よ
り
構
成
さ

れ
て
お
り
、
漢
文
で
書
か
れ
た
大
部
の
論
書
で
す
。

文
類
と
は
、
経
、
論
、
釈
よ
り
大
切
な
文
を
集
め

た
も
の
と
い
う
意
味
で
、
随
所
に
ご
自
釈
が
ほ
ど

こ
さ
れ
て
い
ま
す
。『
教
行
信
証
』
は
真
宗
の
根
本

聖
典
で
あ
り
、
完
成
さ
れ
た
年
を
も
っ
て
立
教
開

宗
の
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
草
稿
本
と
い
わ
れ
る

も
の
が
一
応
五
十
二
歳
の
時
完
成
さ
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
京
都
へ
帰
ら
れ
て
か
ら
も
な
お
推

敲
を
重
ね
、
七
十
五
歳
の
頃
完
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
草
稿
本
は
板
東
本
と
い
わ
れ
、
親
鸞
聖
人
の

一
番
弟
子
で
あ
る
性
信
（

し
ょ
う

し
ん

）

の
板
東
（
東

京
）
の
報
恩
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
東
本
願
寺
に
あ
り
国
宝
で
す
。 

 

教
行
信
証
撰
述
の
理
由 

承
元
（

じ
ょ
う

げ
ん

）

の
法
難 

 

法
然
上
人
の
専
修
（
せ
ん

じ
ゅ
）

念
仏
の
吉
水
の
教

団
は
親
鸞
聖
人
三
十
五
歳
の
時
、
南
都
北
嶺
の
聖

道
門
仏
教
よ
り
弾
圧
さ
れ
、
つ
い
に
朝
廷
に
よ
り

教
団
は
解
散
さ
せ
ら
れ
、
七
十
六
歳
と
い
う
高
齢

の
法
然
上
人
は
土
佐
へ
、
そ
し
て
親
鸞
聖
人
は
越

後
へ
流
罪
に
な
る
と
い
う
承
元
の
法
難
に
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
の
が
、
興

福
寺
の
学
僧
貞
慶
（
じ
ょ

う
け

い
）

に
よ
っ
て
書
か
れ

朝
廷
に
奏
上
さ
れ
た
『
興
福
寺
奏
状
』
と
い
わ
れ

る
も
の
で
す
。
こ
の
訴
え
を
朝
廷
が
取
り
上
げ
て

承
元
の
法
難
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の

な
か
で
専
修
念
仏
に
対
し
て
、
浄
土
に
暗
き
失
、

念
仏
を
誤
る
失
、
国
土
を
乱
る
失
等
九
つ
の
失
を

挙
げ
て
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

親
鸞
聖
人
は
承
元
の
法
難
を
ひ
き
起
し
た
『
興

福
寺
奏
状
』
に
対
し
て
専
修
念
仏
の
正
当
性
を
明

ら
か
に
す
る
使
命
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

撰
択
集
に
対
す
る
論
難 

 

承
元
の
法
難
に
よ
っ
て
法
然
上
人
は
四
国
に
流

罪
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
五
年
の
の
ち
、
罪
許
さ
れ

た
上
人
は
翌
年
一
月
、
八
十
年
の
ご
生
涯
を
終
え

ら
れ
ま
し
た
。
す
る
と
間
も
な
く
、
遺
弟
隆
寛
（
り

ゅ
う

か

ん
）

が
中
心
と
な
っ
て
『
撰
択
集
』
が
刊
行

さ
れ
た
の
で
す
。『
撰
択
集
』
は
九
条
兼
実
公
の
要

請
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
上
人
は

公
開
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
し
た
。
上
人
の
危

惧
し
た
と
お
り
『
撰
択
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
直

ち
に
華
厳
宗
の
高
僧
明
恵
（

み
ょ

う
え
）

上
人
に
よ
っ

て
、
聖
道
門
の
立
場
か
ら
『
撰
択
集
』
を
徹
底
的

に
批
判
し
た
『
摧
邪
輪
（

ざ
い

じ
ゃ
り

ん

）
』
が
著
わ
さ

れ
公
に
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
批
判
の
中
心
は
法

然
上
人
が
『
撰
択
集
』
の
中
で
菩
提
心
を
廃
さ
れ

た
こ
と
で
、
こ
れ
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
あ
び

せ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
引
き
金
と
し
て
、
法
然
上

人
の
専
修
念
仏
の
非
難
は
再
び
燃
え
さ
か
り
、
元

仁
元
年
比
叡
山
は
再
び
専
修
念
仏
の
禁
止
を
朝
廷

に
奏
上
し
た
の
で
す
。
親
鸞
聖
人
は
こ
の
『
摧
邪

輪
』
に
書
か
れ
た
『
撰
択
集
』
の
批
判
に
対
し
て
、

教
学
的
に
そ
の
正
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
責
任
を

強
く
感
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

『
撰
択
集
』
の
書
写 

 

親
鸞
聖
人
に
と
っ
て
吉
水
時
代
の
出
来
事
の
中

で
最
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
は
『
撰
択
集
』

の
書
写
を
許
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
上
人

三
十
三
歳
、
法
然
上
人
の
門
下
に
入
っ
て
五
年
目

の
こ
と
で
し
た
。 

年
を
渉
り
日
を
渉
り
て
、
そ
の
教
誨
（
き

ょ
う

け
）
を
蒙
（
か

ぶ

）
る
の
人
、
千
万
と
い
え
ど
も
、

親
と
云
い
疎
と
云
い
、
こ
の
見
写
を
獲
る
の

徒
（
と

も
が

ら

）
、
は
な
は
だ
も
っ
て
難
し
。
し

か
る
に
既
に
製
作
を
書
写
し
、
真
影
を
図
画

せ
り
。
こ
れ
専
念
正
業
の
徳
な
り
、
こ
れ
決

定
（

け
つ

じ
ょ

う
）

往
生
の
徴
（
し

る
し

）

な
り
、

仍
（
よ

）

っ
て
悲
喜
の
涙
を
抑
え
て
由
来
の
縁

を
註
（

し
る
）

す
。 

『
教
行
信
証
』
「
後
序
」
に
『
撰
択
集
』
の
書
写
が

親
鸞
聖
人
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
大
き
な
感
動
で

あ
り
喜
び
で
あ
っ
た
か
を
書
き
し
る
し
て
お
ら
れ

ま
す
。 

 

『
撰
択
集
』
は
法
然
上
人
六
十
六
歳
の
時
に
完

成
し
た
浄
土
宗
立
教
開
宗
の
根
本
聖
典
で
す
が
、

法
然
上
人
は
三
百
八
十
余
人
と
い
わ
れ
た
門
徒
の

中
に
僅
か
六
人
を
選
ん
で
書
写
を
許
し
た
の
で
す
。

親
鸞
聖
人
は
そ
の
一
人
に
選
ば
れ
、
あ
ま
つ
さ
え

上
人
の
真
影
（
お
姿
）
を
図
画
す
る
こ
と
さ
え
許

さ
れ
た
の
で
す
。
当
時
の
習
慣
と
し
て
そ
の
著
作

と
肖
像
の
書
写
を
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
師

の
教
え
を
正
し
く
継
承
す
る
と
い
う
「
師
資
相
承

（
し
し

そ
う
じ

ょ
う

）
」
を
表
す
形
式
で
す
。
聖
人
は
『
撰

択
集
』
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
専
修
念
仏
の
教
え
を
正 
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し
く
後
世
に
伝
え
る
と
い
う
大
き
な
使

命
を
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

『
教
行
信
証
』
の
内
容 

往
還
（

お
う
げ

ん
）

二
回
向 

 

親
鸞
聖
人
は
「
教
巻
」
の
冒
頭
に 

つ
つ
し
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る

に
、
二
種
の
回
向
あ
り
。
一
つ
に

は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。 

 
 

往
相
の
回
向
に
つ
い
て
真
実
の 

 
 

教
行
信
証
あ
り 

と
い
わ
れ
、
浄
土
真
宗
の
教
え
は
往
相
、
還
相
の

二
回
向
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
浄
土
真
宗
と
は
真
宗
教
団

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
浄
土
の
真
実
の
教

え
」
と
い
う
意
味
で
す
。
往
相
と
は
煩
悩
に
ま
み

れ
た
凡
夫
を
救
っ
て
穢
土
（
え

ど
）

か
ら
浄
土
に
往

生
さ
せ
、
無
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
得
せ
し
め
る
如

来
の
本
願
力
の
働
き
の
相
で
あ
り
、
如
来
よ
り
回

向
さ
れ
る
内
容
が
教
、
行
、
信
、
証
の
四
つ
よ
り

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
還
相
と
は
浄
土
に
お
い
て

仏
の
さ
と
り
を
完
成
さ
せ
た
も
の
が
、
さ
と
り
の

必
然
と
し
て
大
悲
を
起
こ
し
、
苦
し
み
悩
む
人
び

と
を
救
う
大
乗
の
菩
薩
と
し
て
の
働
き
に
生
き
続

け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
往
相
、
還
相
と
も

如
来
の
本
願
力
回
向
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
浄
土
真
宗
と
い
わ
れ
た
の
で
す
。 

 

教
巻 

そ
れ
真
実
の
教
を
顕
さ
ば
、
す
な
わ
ち
『
大

無
量
寿
経
』
こ
れ
な
り
。 

と
示
さ
れ
、
釈
迦
が
こ
の
世
に
出
現
さ
れ
た
本
意

を
説
き
顕
わ
さ
れ
た
真
実
の
教
は
『
大
無
量
寿
経
』

で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て 

釈
迦
、
出
に
出
興
し
て

道
教
（

釈
迦
一

代
の

教
え
）

を
光
闡
（

こ
う

せ
ん

）

し

て
群
萌
（

ぐ
ん

も
う

）

を

拯
（
す

く
）

い
、
恵
む
に

真
実

の
利

を
も

っ
て

せ
ん
と
欲
し
て
な
り
。 

と
『
大
無
量
寿
経
』
の

序
文

の
文

が
挙

げ
ら

れ
、
『
大
経
』
に
は
群

萌
と
い
わ
れ
る
苦
悩
の
衆
生
が
大
悲
に
よ
っ
て
す

く
わ
れ
、
仏
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
如
来
の
本

願
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
真
実
の
教
で
あ
る
と
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

行
巻 

大
行
と
は
、
す
な
わ
ち
無
碍
光
如
来
の
名
（
み

な
）

を
称
す
る
な
り
。 

と
示
さ
れ
ま
す
、
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
（

南
無

阿
弥

陀

仏
）

と
称
え
る
称
名
は
、
広
大
無
辺
な
徳
と

働
き
を
も
つ
大
行
（

如
来

の
働
き

）

で
あ
り
、
真
実
行

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
称
名
に
は
、
私
た

ち
の
無
明
煩
悩
を
転
じ
て
涅
槃
の
世
界
に
至
ら
し

め
る
徳
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
称
名
は
煩
悩
具
足

の
凡
夫
の
口
か
ら
出
て
い
る
が
、
凡
夫
の
行
い
で

は
く
如
来
の
本
願
力
の
働
き
出
た
も
の
な
の
で
す
。 

 

行
巻
の
終
り
に
、
私
た
ち
が
朝
夕
お
つ
と
め
に

つ
か
っ
て
い
る
『
正
信
念
仏
偈
』
と
呼
ば
れ
る
六

十
行
百
二
十
句
の
偈
文
（

詩
）

が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
本
願
の
教

え
と
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
印
度
か
ら
中
国
、
日

本
に
わ
た
る
七
高
僧
の
教
え
を
間
潔
に
表
わ
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

信
巻 

そ
れ
以
み
れ
ば
、
信
楽
を
獲
得
（

ぎ
ゃ

く
と
く
）

す
る
こ
と
は
如
来
撰
択
の
願
心
よ
り
発
起
す 

と
あ
り
、
私
た
ち
の
信
心
は
自
分
が
起
す
の
で
は

な
く
如
来
の
願
心
が
私
に
回
向
さ
れ
て
発
起
す
る

の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
信
心
は
、
四
十
八
願
の

中
の
十
八
願
に
、
往
生
の
因
と
し
て
、 

 
 

至
心
に
信
楽
し
て
我
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
え 

と
誓
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ご
文
を
一
見
す
る
と
如

来
が
「
至
心
信
楽
欲
生
」
の
信
心
を
要
求
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
如
来
の
大

悲
心
で
あ
り
如
来
の
信
心
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
に

「
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
で
信
じ
浄
土
に
生
ま
れ
た
い

と
欲
え
」
と
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
そ
の
こ
こ

ろ
を
こ
め
て
私
た
ち
に
回
向
し
て
下
さ
る
か
ら
、

私
た
ち
に
弥
陀
を
信
じ
、
た
の
む
心
が
発
起
さ
れ

る
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。 

 

証
巻 

謹
ん
で
真
実
証
を
顕
さ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
利

他
円
満
の
妙
位
、
無
上
涅
槃
の
極
果
な
り
。
（
中

略
）
し
か
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁

の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の

時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚

に
住
す
が
故
に
必
ず
滅
度
に
至
る
。 

と
冒
頭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
が
真
実
信
心

に
よ
っ
て
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
く
世
界
は
無
上
涅

槃
界
で
あ
り
、
そ
の
お
浄
土
は
死
ん
で
か
ら
往
く

の
で
は
な
く
、
信
心
が
定
ま
っ
た
時
、
往
生
も
定

ま
る
の
で
あ
り
、
煩
悩
の
生
活
の
ま
ま
が
涅
槃
の

徳
に
転
ぜ
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。
そ
し
て
浄
土
に

往
生
し
た
な
ら
ば
直
ち
に
菩
薩
の
徳
と
働
き
が
そ

な
わ
り
苦
悩
の
衆
生
を
救
う
還
相
の
菩
薩
の
働
き

の
世
界
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
。
（
住
職
） 

板東本（国宝） 
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申込方法 
  ＜世話方さんがおられる在所の方＞ 

     世話方さんを通じてお申し込み下さい。 

  ＜その他の方＞ 

     寺に参詣の折に、各家での報恩講の折に、 

     もしくはお電話でどうぞ（0776-97-2138 西雲寺）     

 ☆締め切りを平成 23 年 3 月末日といたします。 

 ☆本山へのご懇志を前もって西雲寺にお納め下さい。 

   (同じく 3 月末日まで。当日の混乱を避けるため本山からのお願いです） 

 

おかみそり（帰敬式）について 
毎朝 7 時から行われますので、ご希望の方は１泊コースをお選

び下さい。申し込みは西雲寺を通して行いますので、平成 23

年 3 月末日までにお知らせ下さい。冥加金は、成人 2 万円、未

成年 1 万円、小学生以下 5 千円です。（朝 6 時からの晨朝に引き続き執り

行われますので、ぜひお参り下さるようお願いします） 

 

お知らせ 
★佛光寺派の御遠忌は平成 23 年 5 月 19 日～28 日の 10 日間勤

められます。そのうち福井教区には 21 日が割り当てられまし

た。（滋賀北と合同）その頃は、本願寺派・大谷派の御遠忌に加え、

浄土宗の法然上人 800 回忌とも重なっており、京都市内は大変

な混雑が予想されています。 

★境内にバスを乗り入れられないため、多少歩いていただくこ

とになります。（200ｍほど） 

★畳席のほか、御堂の周囲にイス席が増設されます。 

★おつとめは行譜正信偈三首引です。 

★午後の狂言（茂山千五郎一門による）は、佛光寺独自の演目「赤山

の女人」（親鸞聖人と法然上人との出会い）と、「延命袋」の２題が演じ

られます。 

「来年の話」と 
鬼が笑っても 
なんのその！ 
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(1) 1 泊２日コース 
 

行程 5 月 20 日(金) 7 時発(各地巡回)→11 時京都貴船着・川床で昼食予定 

          →14 時本廟参拝・京都観光→18 時ホテル着→懇親会→就寝 

    5 月 21 日(土) おかみそりの方は 6 時ホテル発、他の方は 9 時ホテル発 

                     →10 時御遠忌参拝→12 時おときお相伴(箏・尺八演奏） 

            →13 時半狂言鑑賞→15 時本山発→19 時福井着(各地巡回) 

 

費用 3 万円（バス代、食事代、宿泊費、本廟への懇志含む） 

    当日で結構です。本山へのご懇志は、 

    事前に西雲寺までお願いします。 

(2) 土曜日日帰りコース 
 

行程 5 月 21 日(土) 6 時発(各地巡回)→10 時御遠忌参拝 

           →おときお相伴(この日は箏・尺八演奏があります） 

          →13 時半狂言鑑賞→15 時本山発→19 時福井着(各地巡回) 

 

費用 1 万円(当日で結構です) 本山へのご懇志は事前に西雲寺までお願いします。 

(番外)日曜日日帰りコース 日曜しか休めない方はこちら! 

 

行程 5 月 22 日(日) 6 時発(各地巡回)→御遠忌参拝→おときお相伴 

          →13 時半狂言鑑賞（この日は 15 時より音楽法要とコーラス） 

           →16 時本山発→20 時福井着(各地巡回) 

 

費用 1 万円(当日で結構です) 本山へのご懇志は事前に西雲寺までお願いします。 

お知らせ…この便は福井教区の割当外の日にあたりますので、申込者が少ないと 

     運行できない場合があるかも知れません。ふるってご参詣下さい。 

個人で参拝を予定されている方へ 

▼境内には駐停車できませんのでご承知下さい。 

▼個人参拝の場合も、受付混乱回避のため、本山へのご懇志は前もって西

雲寺にお届けいただきたいと存じます（本山からのお願いです）。 

▼帰敬式の申し込みは、手続き上、必ず西雲寺を通して下さい。 

▼おとき（お弁当）は、事前に（なるべく 3 月末日までに）西雲寺よりお申し込

みになれば、いただくことができます。  

※通常は（１）（２）どちらかのコースでお申し込み下さい。 
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 寄 稿  おかげさま  
 
 家のおばあちゃんが整形外科へ入院していた頃の話です。  
 二，三日あとに入ってこられたおばあちゃん(酒井さん)がとても念仏者
でした。私達二人によく仏さまのお話を聞かせて下さいました。私は好い

人と一緒になれてよかったと思いました。  
 酒井さんは愚痴や人の事もしゃべらず、お念仏ばかりのやさしい人でし

た。隣において貰うだけでも心が暖かくなる気持ちでした。法話を聞かせ

て貰い、有難い日が続きました。ある日、おばあちゃんも元気になって退

院出来るようになりました。私は退院は嬉しいのだけれど、酒井さんの事

を思うと複雑な気持ちになりました。このまま別れるのでは余り淋しいの

で手紙を書きました。そしたら返事がきましたので読んで下さい。前書き

は略させて貰います。  
 私はなをる病気ではないので、七日に一度はリハビリに行って居

ります。これも如来さまからの早く目ざめよとのごさいそくと、う

けとらせてもらいます。  
 大切なことは、私の人生にまことの道をもとめる心をもつ事です。

その時いつでも、だれでも、しんじつの世界に出あう道が開かれて

きます。山の高さにかぎりあり、海の深さにそこがあり、弥陀のお

じひにはかぎりもないが、そこもない。まよいくるしむ、われらを

ば、たすけずばをくまいと命にかけた、ご本願がなむあみだぶつの

お六字さまです。ナムアミダブ同じ世代に人として、とうとい命を

めぐまれ、何かのごえんでない人は一人もありません。  
 一人でも多くの方々に、一日もはやく恵まれて、共に生かされて

いるよろこびを身につけていただきたいと思い、ねがわずにおられ

ません。光明無りょう、寿命無りょうと、じかんてきにも、かぎり

ない如来さまの、光明の中にいだかれているじじつが、知らされた

時、あたたかいえんにむすばれていたね。  
小学二年までしか行けなかったと書いてありました。  
 
 私も今は仏法さん友達も出来てたのしいです。先輩も仏の教えの仲間入

りを出来た事、本当に喜んで下さいました。先輩の口ぐせは  
過去は振り返らない  
未来のことは分からない  
今ただ今を喜びなさい  

と何時も云われます。  
 
 多くの人に支えられて、今の所、体もまあまあで参らせて貰えるのも如

来さまのお陰様と感謝の気持ちを忘れずに、一日一日を大切に過ごさせて

頂いております。  
横山小夜子  
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仏
法
に
お
い
て
最
も
大
切
な
も
の
は
菩
提
心
で
す
。
仏

法
を
求
め
る
こ
こ
ろ
で
あ
り
、
出
家
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
真
宗
に
お
い
て
は
生
死
（
ま
よ
い
）

を
出
づ
る
と
か
こ

の
世
を
厭
（
い
と
）

う
と
い
う
こ
と
ば
を
使
い
ま
す
。 

煩
悩
に
よ
っ
て
悩
み
苦
し
み
、
こ
の
穢
れ
た
娑
婆
を
超

え
出
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ
こ
ろ
が
仏
法
を

求
め
さ
す
の
で
す
。
こ
の
こ
こ
ろ
が
無
く
て
た
だ
仏
法
聴

聞
し
て
も
何
も
耳
に
入
ら
ず
、
教
養
と
か
知
識
の
た
め
に

聞
い
て
い
る
だ
け
で
す
。 

さ
て
私
た
ち
の
聴
聞
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
煩
悩
に
こ
き
使
わ
れ
、
穢
れ
た
こ
の
身
と
娑
婆
を
超

え
出
よ
う
と
い
う
意
欲
で
聞
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私

は
し
っ
か
り
聴
聞
し
て
い
ま
す
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
こ

こ
ろ
の
底
で
は
こ
の
身
と
こ
の
娑
婆
に
執
着
し
、
こ
の
世

の
幸
せ
を
祈
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

善
導
大
師
は
「
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
言
い
切

っ
て
い
ま
す
。
悲
し
い
か
な
私
た
ち
凡
夫
に
は
こ
の
身
を

厭
い
娑
婆
を
出
で
た
い
と
い
う
気
持
ち
な
ど
全
く
無
い
の 

で
す
。
（
住
職
） 

山門掲示板  

こ
ん
な
人
に
出
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
自
分
は
余

命
い
く
ば
く
も
な
い
病
身
な
の
に
、
ど
こ
か
し
ら
満
足
し
て
い

て
、 

周
囲
に
感
謝
を
表
す
人
。
自
分
の
延
命
を
望
む
の
で
な
く
、

家
族
や
周
囲
の
幸
せ
を
願
う
人
。
ひ
と
言
で
言
え
ば
、
病
床
で

な
ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
と
微
笑
ん
で
い
る
人
で
す
。 

ま
る
で
、
仏
さ
ま
の
覚
り
に
等
し
い
（
等
覚
）
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
心
が
病
床
で
起
こ
っ
た
の
は
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
仏

さ
ま
の
お
ち
か
ら
（
願
成
就
）
で
し
た
！
こ
の
仏
さ
ま
の
お
こ

こ
ろ
に
、
願
い
に
、
私
は
喜
ん
で
全
身
を
ゆ
だ
ね
ま
す
！
こ
れ

が
先
輩
の
感
動
だ
と
、
僕
は
思
い
ま
す
。 

無
数
の
先
人
方
が
仏
さ
ま
で
す
。
無
数
の
愛
に
よ
っ
て
育
て

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
、
私
個
人
の
手
柄
や
誇
り
が
木

っ
端
み
じ
ん
に
砕
か
れ
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
思
い
上
が
り

や
醜
さ
が
、
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
も
や
っ
ぱ
り
お
育
て
に
あ
ず
か
り
た
い
と
い
う

感
動
が
あ
る
の
で
す
ね
。
個
人
的
な
愛
執
の
底
が
抜
け
る
よ
う

な
、
死
も
超
え
ち
ゃ
う
よ
う
な
深
い
感
動
が
。(

編
者)  

成
じ
ょ
う

等と
う

覚が
く

証
し
ょ
う

大だ
い

涅ね

槃は
ん 

必 ひ
っ

至し

滅め
つ

度ど

願が
ん

成
じ
ょ
う

就じ
ゅ 

親
鸞
作
『
正
信
念
仏
偈
』
よ
り 

読
み
方
―
等
覚
を
成
り
大
涅
槃
を
証
す
る 

 
 

こ
と
は
、
必
至
滅
度
の
願
成
就
な
り
。 

※
等
覚
―
仏
の
覚
り
と
等
し
い
こ
と 

※
大
涅
槃
―
自
分
も
全
衆
生
も
み
な
苦
を

超
え
る
こ
と
。
滅
度
に
同
じ
。 

※
必
至
滅
度
の
願
―
必
ず
滅
度
に
至
ら
せ

よ
う
と
い
う
願
い
。
弥
陀
の
本
願
。 

※
成
就
―
願
い
が
今
か
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

先
輩
の
感
動
を
た
ず
ね
て 
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次世代の方、分家された方に！ 
お手元に２部届いた時には、ぜひ

ご活用下さい。 

 

みなさんの声 大募集！ 
原稿や作品はもちろん、ご意見、

ご感想など、どしどしお寄せ下さい。

郵送でもメールでも構いません。お

待ちしております。 
 

『
宇
宙
に
お
い
で
よ
』 

野
口
聡
一
著 

講
談
社 

２
０
０
８
年 

 
 

税
込
１
４
７
０
円 

 
 

宇
宙
飛
行
士
・
野
口
聡
一
さ
ん
が
著
し
た
子
供

向
け
の
本
で
す
が
、宇
宙
が
ぐ
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ

て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
宇
宙
ま
で
た
っ
た

８
分
半
！
だ
と
か
） 

な
か
で
も
船
外
活
動
の
時
、暗
闇
に
浮
か
ぶ
地
球
の

美
し
さ
と
迫
力
に
つ
い
て
書
か
れ
た
と
こ
ろ
は
感
動

的
で
何
回
も
読
み
返
し
ま
し
た
。「
死
と
隣
り
合
わ
せ

で
、
命
の
輝
き
に
満
ち
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
地
球
は
美

し
い
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
本
当

は
地
上
で
暮
ら
す
私
た
ち
だ
っ
て
毎
日
死
と
隣
り
合

わ
せ
な
ん
だ
け
ど
、
死
を
実
感
で
き
な
い
分
だ
け
、
生

き
て
い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
が
ぼ
や
け
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
、ド
キ
ッ
と
し
ま

し
た
。（
美
和
子
） 

 
自
称
・
理
系
人
間
の
野
口
さ
ん
は
、
人
間
に
は
興
味

が
な
く
、地
球
を
物
体
と
し
て
観
察
し
た
い
と
考
え
て

い
た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
宇
宙
へ
出
て
み
た
ら
、
美

和
子
が
先
に
書
い
た
よ
う
に
、
命
の
ま
ぶ
し
さ
に
び
っ

く
り
し
た
ん
で
す
っ
て
。
そ
う
感
じ
た
自
分
に
も
驚
い

た
ん
で
す
っ
て
。
そ
ん
な
思
わ
ぬ
転
換
（
思
い
が
ひ
っ

く
り
返
さ
れ
る
経
験
）
が
、
仏
教
の
救
い
と
一
緒
や
な

あ
と
思
う
ん
で
す
。
地
球
は
全
く
変
わ
ら
な
い
の
に
、

見
る
眼
が
変
わ
る
と
全
く
新
鮮
に
見
え
る
…
ま
る
で

娑
婆
と
浄
土
の
関
係
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。（
編
者
） 


